










研究要旨 

SIDS が死因統計分類でコード化されるようになった 1979 年以降の厚生省人口動態調査を

用いて、SIDS の年次推移と地域分布について、窒息および心不全による死亡との関連を含

めて検討した。 

1979 年から 1996 年までの 18 年間において、SIDS と診断された2 歳未満の児は 5,048 人で

あった。出生1,000人当りの発生率は、SIDSが死因分類でコード化されるようになった1979

年には 0.045 に過ぎなかったが、次第に周知されるようになったためか、1996 年には 0.427

と10倍近い頻度となっていた。死亡分数や死亡診断書の様式が改訂された1995年前後に、

それに関連する大きな発生率の変化は認められなかった。また、都道府県間の SIDS 発生率

に大きな差が存在し、しかも窒息の発生率と負の相関があることも併せて、SIDS に関する

認識が深まり診断が正確なものに改善されるにしたがって、見逃されていた SIDS が顕在化

してきた可能性が考えられた。さらに、性別や世帯の主な仕事別の発生率が SIDS、窒息、

心不全で類似の構造が認められ、こうした構造の類似からも SIDS と窒息・心不全などとの

正確な鑑別診断の必要性が支持された。 


